
いつも守る

ちゃんと守る

ICボルドー

季節に合わせて使い分けできる！

時間と手間を節約！

◎登録内容
作物名 グレード 適用病害虫 希釈倍数 使用液量 使用時期

本剤の
使用回数

使用方法

こんにゃく

66D
葉枯病 40倍 100～300L/10a － 制限なし 散布

腐敗病 40～80倍 100～300L/10a － 制限なし 散布

48Q 葉枯病 25～50倍 100～300L/10a － 制限なし 散布

412 葉枯病 20～50倍 100～300L/10a － 制限なし 散布

ICボルドーなら、等量式の66D、倍量式の48Q
3倍量式の412の3つのグレードから選択できます！

ICボルドーは水に薄めるだけの簡単設計なので、
どなたでも楽々お使い頂けます！

◎散布時期



発病度

こんにゃく

試験年度 平成9年

試験場 群馬県農業試験場

対象病害名 葉枯病

発生状況 多発生

品種 あかぎおおだま(2年生)

薬剤処理
平成9年7月25日、8月1日、
8月19日

植付 平成9年5月26日

調査日
平成9年8月1日、8月19日、
9月1日

調査方法
試験区の全株について発病
株率、発病度を調査

防除効果実験概要

発病度

薬剤 倍数
調査
株数

発病株
率(％)

発病
度

防除
価

ICボルドー 
48Q

25倍 64 1.5% 0.5 98.0

ICボルドー
48Q

50倍 66 0% 0.0 100.0

ボルドー液 4-4式 65 3.0% 1.0 96.0

無処理 - 65 65.1% 24.9 -

こんにゃく

試験年度 平成21年

試験場 群馬県農業技術センター

対象病害名 葉枯病

発生状況 多発生

品種 みやままさり(2年生)

薬剤処理 平成20年8月3日、8月12日

植付 平成21年6月3日

調査日 平成21年8月12日、8月20日

調査方法
試験区の全株について発病
株率、発病度を調査

防除効果実験概要

●データで証明された効果

●手作りボルドーとの違い

手作りボルドーは混合の仕方などで品質に偏りが

出るため、高品質なボルドー液を得るのは難しい。

●ＩＣボルドー

ＩＣボルドーは硫酸銅と石灰が完全な反応をしている

ため、植物への付着性や残効性が高い。

●手作りボルドー

ICボルドーの散布イメージ図手作りボルドーの散布イメージ図
（反応が不完全な場合）

銅成分

石灰成分

は『効果』 と 『簡便さ』が優れています！

6.1 7.4 8.3

60.8

66D
(40倍)

ボルドー液
(4－4式)

無処理
66D

(80倍)

0.5 0.0 1.0

24.9

48Q
(25倍)

ボルドー液
(4－4式)

無処理
48Q

(50倍)

薬剤 倍数
調査
株数

発病株
率(％)

発病
度

防除
価

ICボルドー 
66D

40倍 72 18.3% 6.1 90.0

ICボルドー
66D

80倍 72 20.8% 7.4 87.8

ボルドー液 4-4式 72 23.6% 8.3 86.3

無処理 - 72 98.6% 60.8 -

●使用前にはラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●本剤は小児の手の届くところには置かないでください。●防除日誌を記帳しましょう。

TEL:088-855-9965 ,  HP:www.inoue-calcium.co.jp
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